


要約:10 歳以後の極低出生体重児の発育を検討するために、本年度は予備調査として我々

の施設に入院し生存退院した児について検討した。その結果、解析できた範囲内では 10

歳以後の発育も小柄であること、二次性徴の出現が遅延している可能性があることなどが

推測された。なお今回の調査では多くの児の転居先が不明となっており、これらの点を確

認するためには次年度においては複数の施設で調査を行なう必要があると思われた。


